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Y 阿 菊 五岳 の 南面 、 高森 町 郊外 より . いずれ や 山頂 を と ば され た コニー デ 型 の シル エッ ト -. * オカ マ ド 山 . 鳥 帽子 岳 頂 上 より . 直径 約 800m, 深 さ 1.000m の 火口 は 東 に 向く 馬路 形 . 
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に 5 Eo ここ 3 - 3 ご スミ 


* 草 千 里 火 ロ を と り ま く 廊 壁 は , 北方 は 欠損 し , 東南 部 に 財 立 する 失 峯 ,, これ が 鳥 帽 子 岳 . * 草 了 千里 . 杵島 岳 中 腹 より . 直径 1.000m に 近い 大 火口 跡 . 中 央 に 字 に 北 を 向く 火口 丘 . 


* 在 剛 の 鼻 は 大 観 活 右端 の 負 入 は 手 野 . そ の 左 を 所 す る 鼻 は 介 ヵ 鼻 、 速 望 に 久住 の 連 括 * 北側 外輪 山 一 様 に 切り 立つ 外 輸 内 壁 . 下 坦 に 連なる 稼 線 カル デラ 陥 浸 の 廊 跡 を 示す . 


* 和久 任 山 茜 ( 瀬 / 本 ) より , 波野 高原 を 経て 五岳. 点々 と ある の は 竣 を 刈り と っ た 小 積み . 


* 波野 高原 は , か つて 大 円 欠 形 だ っ た 阿蘇 山 が , 頭 部 に 大 了 浸 を 起 し た と き 残 され た 裾野 . 


ye 


* 五岳 (根子 岳 東 頂上 ) よ り , 波野 高原 を 経て , 久 佳 山 . 右手 の 山 は , 豊 肥 の 境 を な す 荻 岳 . 


* 東 外 輪 の 外 は 勾配 0 に 近い 波野 高原 . 久住 を 左 に , 遠く 豊後 竹田 町 に 達 す . 鼻 は 妻子 ヵ 鼻 . 


* 南 卿 谷 (東部 , クリ カラ 谷 よ り . 右手 前 の 尾根 は オカ マ ド 山 ). 阿 本 谷 より 狭く , 海抜 は * 阿 菊 谷 (北部 , 大 観 涯 の 高地 より ). 海抜 は 西端 氷水 村 で 460 m, 東端 坂梨 村 で 540m. 
西端 長 陽 村 で 340 東端 色 見 村 で 700 m. 白川 は む し ろ 急 流 . 南 外輪 は 阿 功 燈 岩 の 大 大 部 分 は 500 m 内 外 で きわ め て 斑 坦 . 一 部 に 温 地 . 黒川 は 蛇行 多く , 洪水 が 立野 火口 滞 
部 分 が は げ , 集 境 岩 (初め て 阿 共 が 地殻 を 破っ た と き 噴 いた 土砂 ) を 赴 出 し て ジグ ザ グ 形 . に 達する まで に は , 白川 より 約 1 時 間 遅 れる . 北 外輪 は 阿 人 炊 岩 を 主体 と し 均整 な 柳 汰 . 
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っ た 大 鯨 が 漂 状 し た 所 と 
いい , また くだ ん の 角 を 
料理 し た ら 大 荷 あっ た の 


で , そこ を 六 嘉 村 と いう ・ 
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① 外輪 山 の 西方 に あく 
火口 瀬 の Y 字 谷 . 正面 に 
金 土 山 , 熊本 玉野 は 白川 
の 堆積 在野. 遠く 有明 海 
②④ 火 瀬 南 壁 , 原始 林 
は 深 葉 と ここ に し か な い 
③ 南部 谷 白 川 は 火口 瀬 
に 入る 手前 で , 鮎 返 滝 を 
か ける . 附近 に 栃木 温泉 
(④ 火口 瀬 は 阿蘇 の 西口. 
Y 字 谷 の 正面 に 阿蘇 五岳 . 


りり リポ 昌 三 悪 調 導 人 的 G 井 窒 亜 
り ^ 組長 あべ 硬 擬 % や 填 11 男 
4SQ 珈 つ \@C SG 訳 料 散り SQ? 

装 刻 臣 り 下 持 舞 枯 押 甘 り 愉 和 る 
で ペロ 葵 和書 K で 穫 本 人 穫 和 N つ 
財 矢 4 所 剛 知 円 固 り つり 
羽 由 G 田 り ペ ゴ 唐 球 計 丸和 東 
)Q ぐ ⑨? 黙 型 競 志 G 般 称 電 に リ ィ 
ASKS 10 評 \Q の” 長 擬 年 
過 々 りつ 慰 導 田 り ^ 避 三 涯 

軍 G 悪 乏 選 り te? 下 中 ⑨⑬ 
P 選 掛 誠 得 で て 補 ^ 


J 人 於 ポ 
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定 技 いり ^ 環 率 や や つけ パン 
だ だ っ"? 悪 沢 G 志 じ 品 称 明 姓 や 
つき パ の ざ う で 麗 句 人 AG 刷 で り ” 
つぐ りさ 和 ふ ふ ロ ーA ル へ 和 
葵 つる い ぐ の 6 難 <Q7 選 玉 6 約 
6 所 矢 っ 分 つ 民 語り 下 畠 
G 起 鷺 償 で 国 貴 6 森 回 學 二 *9 正 
環 錠 求 ま 。 ざり 田中 Q 1 半 ] 
導く べ 玉手 ぐ 更 職 司 称 器 人 る ye? 
つく や 革 介 挟 柳 Q 因 忠 。 中 
大 拉 り 罰 本 で 8 園 主 り か 


+ す ご 
AG の の の 父 半 的 や 4QyQ? 


11 友 勧 問 ヨ 


挟 区 ミト ひ リ r<G 環 せ ” 弄 光 
SENSPSREi ES 伸二 
やつ うつ” 瑞 吉 還 田 公 :^ く KK や 
奈 舞 @ 嘱 無 陣 称 抽 %” 豆 早 
必 尺 必 視 失 涯 称 失 y0Q や あう 
祥 時 問 @ 衣 寿 AS で 振 く 弄 計 宮 
人 ふ ン @ 矢 帳 固 @ く ロ P4Syo? 
局 叶 ^ 硬 婚 称せ \0 り 鐵 京 川 
団 家 臣 G 県 マロ ^ 六 稚 1 川 皿 計 ペ 
雪 す うろ で 志 料 6 証 知 掲 xe@? 


眉 呈 主 否 @ 引 畑 寺 @R ャ 
で 等 湯 二 S K 江 7 肖 
政和 ーー ミ SG 護 店 り 拉 物 下 ” 壮 
称 m 直 判 " 革 再 G 森 四 設 
6 押 財 錯 旬 里 紹 革 ゴ 必 閉 けり で 


マン ” に 部 りや" く で リー ミル し 下 
玉 必 G 倫 死 型 是 称 志 や へ” 押 彫 称 
SM うり 克つ KK や に で 8 必 
生日 並 語 ” 財 紅 喜 湯 二 PSye? 
けり で 拓 届 豆 ペ ロ 東 束 拓 甘 り 
や 8 で NO の 賠 談 暑 ミ 
< 韻 1G 癌 加 や の うじ 


三 合 目 ③. 旧道 が バス 道 を 横切る ①. ふり か えっ た 阿 菊 谷 に 火器 丘 の よう な ニ エ ( エ ベ ) 
塚 . さら に 屈曲 数 回 , 杵島 の 切 暫 し に か か る . 眼前 に 中 岳 噴 煙 が 天 に 沖 し て 雲 を よぶ ②③. 


切通 し を ぬけ た 車 は 草 千 里 の 北道 を 走る ①. 両側 の 松林 は 25 年 ほど の 植林 と いう が , 噴 
煙 の 故 か , いっ こう 太っ て いな い . 道 は ダラ ダラ 下り て 古 坊 中 の 荒野 に で る ②③. 古い 五 
輪 塔 . 鳥 が 井 当 殻 を つつ いて いる . 昔 こ こ に は , 三 十 六 坊 , 五 十 三 應 の 霊 利 が あっ た ③- 


登山 バス は 寿 所 の 終点 に 
つく ①. 阿蘇 紳 視 拉 証 と 
西 歳 殿 寺 奥 院 が 得 俳 混合 
の 両 対象 を な し , 附近 に 
火山 観測 所 ある. ここ 
か ら 火 口 ま で は 徒歩 年 時 
間 の 邊 復 ②. 活動 の 盛ん 
な 時 は 風 の 方 向 を 見 , 火 
山 友 を 避け て 右 か 左 の 道 
を えら ぶ ④③. 何れ に せよ 
勅使 ヵ 原 を は さん て 火口 
壁 上 に で る . 左 方 の 上 り 
つめ た 臣 直 下 に , 活動 中 
の 第 一 火口 を 見 くだ す ③- 
鼻 を つく 亜硫酸 ガス . 火 
ロ は お 池 と も いい , 困 功 
の 開 得 久 ケ イワ タツ ノ 命 
義母 ヒ し メ ミ コノ 得 , 嬉 孫 
ヒコ ミコ / ノ 還 三 体 に な ぞ 
ら え る . 附近 に は あい か 
滑ら ず 写 上 眞 屋 が 待ち うけ 
万 よ け の カワ ラ ケ 投 げ が 
客 を よぶ . 火口 壁 を 一 周 
や 滑ら か 

に 雨水 が 谷 を う 

が ち ⑥, 東 竿 の 水 は 中 岳 
火口 瀬 潮 江 谷 よ り ク リカ 
ラ 谷 に 落ち 白川 に 合 す る . 


正 申 要 ※ ロ ポ 庫 0 ] 11 国 ※* 
路 % 17 〇 OOC 淫 ^ 入 還 O 
O 落 " 家 畠 G 補 賠 り "シン 
る で JP 居所 ふ 還 ” 抑 叶 
十 ヽ 湾 " 王 ヽ 沈 " 娠 ヽ 沈 の 
川 生 つ 尽 実 ” 鍛 幸 せ で CS 
ペ 尽 りや で 家 り うろ 505 b 
リル よさ ここ を (0: 
MM 


へ 拉 G 台 穫 祝 回 り 間 時 つ る) っ Pa NN 
TO 后 了 抽 誠 績 lr R 還 2 昌 細 入 二条 
志 妹 音 江 ” 宮 坦 わ ポ 細 コ 足る 篤 昌 早 つ りう )? ※ ロ 旨 税 S 
1 か > 二 2 必 Q 選 G 1 鍛 QG ペ 
還 穫 ゴ 挫 回 軸 「 鬼 生 提 h0 天 生 逢 還 生 症 衝 6Ctp 
り 忘 G ロ 電 下 0 生じ 著 計 つ * 三光 宰 和 か で の 如 り s 革 祥 
並 り ペロ 畠 り 競 天 対 才 や 7 こ ロ セ 花 認 G な いり 敵 和 つ し 乱 
写 い いで ン リ SN0 矢 ” 前園 公昭 jfe 大 や や だ っ? 組 前 並 り 
や 財 生 ペ ゴ 角 和 る 半 機 枯 曽 王 つり 仙 や ” 下 軒 当る お る 6 色 
革 申 ペロ G 考 中 りゃ 4SyQ7 1 叶 和 〇 虹 軸 G 扶 ぐだ G 氷 人 
作 和 りり 余生 りり 4Q や | 本 下り うっ 8。 円 邊 握 拉 地 11 並 酸 
り 画 彫 当 っ? 代償 半 で 羽 交 ける 前 嗣 く ペ ゴ 衣 導 で 生生 
で せ 了 表 和 ペ 足り 翌 鑑 票 如 志 つり ぐり < 2 
TCSio 間 00 9 吉 間 。 
ペロ る 舞 ゴ 選 畠 X ロ る 所 緒 本 ヨ * 介 革 団 ト 甘 " 概 
昼 を " さ 由 提 記 8 時 ^ 抽 晶 疎 * 所 敵 且 類 所 敵 舞 )“ 


. の 切れ 目 , EJC 猟 弁 の 基 6 
7 1933 年 現在 第 江 次 器 の 人 が 和 動 中 で ある - 


火口 壁 は 切り た っ た 絶壁 . 東北 一 帯 は 高く 細 歯 の よう な ガレ ③), 西方 一 帯 は や や 低く 齋 
ー. 西北 部 の 第 一 火口 は 壁 上 か ら 深 さ 85m①, 途中 で いっ た ん 廣 い テラ ス と な っ て 落ち 
こん で いる . テラ ス は 幅 の 廣 い 処 で 約 30m, まっ た く の 人 火山 友 泥 凛 . 雨水 が 大 陸 に み 
る よう な 原始 谷 そ っ くり の モデ ル を 到 ん で いる . 噴煙 が 少な い の で さら に テラ ス の 内 便 
斜面 を 第 一 火口 底 に 下る ②. 8 字 に 東 を 向く 火口 丘 . そこ に 噴煙 が ゴウ ゴウ こと 直立 する . 


し , 阿 菊 の 特長 で ある . 


火 孔 か ら 噴 出す る 友 色 の 
煙 は , 大 部 分 が 水 閑 気 だ 
が , 亜硫酸 ガス や 硫化 水 
素 な どの ガス も や 多量 に 含 
み , また 火山 友 を 混 じ て 
面 を 打つ (④. この 噴 煙 の 
友 色 を 中 心 に し て , さら 
に 岩 か ら ゃ 火口 底 か ら や も 
水 林 気 と 亜硫酸 ガス の 数 
し れ ぬ , 白い 噴気 が 錯 線 
する ①. 噴出 口 ( 硫 気孔 ) 
に は 黄色 い 硫 黄 が こび り 
つき , シュ ウシ ュ ウ と 鳴 
っ て いる . か つて 活動 し 
た 第 一 火口 B② ゃ , 現在 
で は 硫 気 孔 と 化し て いる 
見 あげ る と , 火口 壁 の 東 
杏 か ら も ゃ ③, 西 綴 壁 か 
ら ゃ (④, 白い ガス の 周期 
的 な 噴出 し か し これ は 
火口 底 か ら 岩 の 裂 目 を 委 
っ て きた や ゃ ので, 別に そ 
こ に 口 が ある 少 け で は な 
い . この 火口 底 や も, 昭和 
8 年 大 噴火 に は ⑤, 次 岩 
の ルツ ボ と 化し , 火 孔 が 
噴い た 火山 友 は 四 國 中 國 
に 達し , 焦熱 の 燈 岩 片 は 


林 葉 の よう に 飛び ちっ た -. 
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昭和 8 年 大 噴火 の 夜景 ④. 


火 の よ うに 光 矢 を 放っ て 
火口 の 形 が 数 十里 の 遠方 
か ら 明 ら か に 認め られ た -. 


一 般 で は まっ 黒い 噴煙 を 
見 な いと 火山 活動 と 思え 
な いよ うだ が 、 大 噴火 を 
ひき 起す 活動 源 は , 地表 
深く た え ず 鳴動 を つづ け 
て いる . 火口 底 に 立て ば 
その 振動 が 足 も ゃ と か ら 無 
気味 に 感じ られ る . 火山 
友 の 況 洲 に 雨 が 妙 ん だ 原 
始 谷 の 線 も , 底 か ら ゆ り 
動か され , 一 夜 に し て 内 
側 に くず れこ ん で ゆく ①. 
火口 丘 に 堆積 し た 火山 大 
は た え ず 斜面 を な だ れ 落 
ち ②、, 火山 友 の 地 面 に は 
細い 亀裂 が 電光 の よう に 
走っ て ゆく ⑬. この 無 気 
味 な 活動 源 は . ひじ ょ う 
な 深 所 か らし だ いし だ い 
に せり 上 っ て くる らし い 
が , 深 さ 600m 前 後 の 場 
所 て で, 周期 0.5 秒 の 振動 
を 伴い な か がら 活動 を は じ 
め る と , 噴火 口 か ら 猛 烈 
な 噴出 が 見 られ る と いう 


川 友 擬 田 申 


下 表 ぶ ロ 遇 比 せ " 邊 り 国 幅 の パ 
りう っ ゴ ャ リ だ 畠 人 0? 有田 申 
ざっ う ぐ SS^ 長 擬 渡 料 人 べべ 洋 人 る 遺 
\9 田 いで 束 ペロ 由 銘 うう” 棚 委 
や 「 舞 中 り 拒 貼 弄 咽 下 
環 矢 田中 NM 下 X@」 へ 避 牙 
OSnGP Ap て 4QG 了 ゴ 泊 せ ^ 近 買 り 
や て 6 団 回り 方 DP" 晶 択 下 り 
掲 ふ ロタ 8 計り 6 人 右 り 吐 0 
じ 台 喜 丸 せ つて 葵 記 9 で りう っ)03 
怪 や G 悪 償 G ゴ リゼ ドド ャ テ ゴ " 
正 要 由貴 "地震 幅 " 基 確 吐 豆 の 矢 
りう っ 9 乏 りり 0G 了 ゴ ゼ 芋 
し や 太宗 り 定 王 つ お 
や つ QP^ |] 中 り ゴ を や ペロ そ そめ 
マン ” て を シン G 画 欠 洒 丸 
Pi@? | 択 " 確 要 中 中 称 代 R 旦 
ざ づ つづり” 振 思 6 悪 器 ゴリ だ 4 ぐ 2 G 
8^ 飛 由貴 " 折 申 " 麗 喝 申 " 牛 貼 
だ PD4ShQ 矢 ” 地 候 せ ゴ を 涼 地 
マン 下 如 半 ペ ロ 知 ゆり 代 ぶ > つ 
於 補 條 計 和 けり で 悪 悪 二 り せ ^ 左 貼 
6 前 典 ” 叶 ヽ 旬 " 回 家 G 顕 軍 和 7 
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尾根 
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長者 人 


の 絶頂 に は 大 鍋 と よぶ 大 
爆裂 火 ロ が ある . 東西 が 
約 400m, 南北 約 100 m. 
玩 状 の 燈 岩 流 が , る いる 
いと し て 障壁 を あぐら し 
ー 本 一 草 も ゃ ない 容 岩 世界 . 
⑬③ 頂上 北部 に あたる 水 
流 み 谷 の 上 に , ポツン と 
ある 岩 小 屋 .、 し か ゃ 概 し 
て 遭難 の 多い 困 菊 山 に た 
だ ー つ の 避難 小屋 で ある . 
③) 走 岩 , 高岳 登頂 は 中 
岳 500 を よじ り , 立岩 
を 目標 に 高岳 三角 点 に と 
りつ く の が 一 般 的 コー ス . 

燕 ヵ 淳 土 登り 口 . 晴 
天 な ら 登 りや すい が , 導 
岩 の 庭 面 は 長い . 霊 白 の 
御 馬 (口碑 に 高岳 に 現 わ 
れる こと いう ) の 際 れ 場所 
や 見 つか ら ぬ ハダカ の 人 道 . 
(⑥ 仙 酔 尾根 (馬鹿 尾根 ). 
仙 酔 峡 か ら こ こ を 経る 道 
は 一 度 登 っ て みる と よい . 
中 腹 か ら 阿 菊谷 を , 項 上 
か ら 360 度 景観 を . 阿木 
満喫 は 高岳 登山 に か ぎる . 


① 仙 酵 尾根 。 か つて 大 
再 か ら あ ふれ で た 焦熱 燈 
岩 は , 火 を 吹き 舌 う ち し 
な が ら 州 面 を 流れ 下っ た 
② ドロ ドロ の 燈 岩 は や 
が て 冷却 し , ヒビ 割れ た . 
仙 酔 尾根 に 見 る その 岩 寺 


燕 ヵ 津 土 尾根 の 急坂 
道 難 碑 . どこ を 見 て ゃ 同 
じ 炊 性 ば か り . 悪天候 に 
逆 っ て 遭難 し た 人 や 多い 
処 , 冬季 は 零下 20 度 , 3 
凡 の 積雪 も 珍 ら し く な い 
⑤ 鷲 ヵ 峯 . ナイ フリ ッ 
ジ と や も いう 九州 随 一 の 岩 
場 だ が , 一 部 に 親 克 岩 が 
まじ り 山 肌 は ご く や もろい. 
Q 高岳 の 燈 岩 は カル 
メラ 状 で な い . か た く 稚 
容 で 赤褐色 の 肌 は 高岳 を 
3000 m 級 山 岳 に 見 せる . 
$ 次 岩 流 の 末端 を 表 わ 
す 仙 酔 郷 ・ ここ に は 美 し 
い 池 も あり , 高岳 クラ イ 
マー の キャ ンプ 場 で ある . 
3 高岳 の 燈 岩 世界 を 色 
づけ る や も の は , 初夏 に 史 
く ミ ヤマ キリ ンマ の 群 奉 


① 高 兵 よ り 根 子 岳 . そ 
の 境 は 火 尾 峠 . 根子 の 東 
西 面 に は や っ と 爆裂 口 ら 
し きゃ も の を 認め る が , 全 
山 い ち じ る し く 洲 人 角 の 進 
ん だ 葉 塊 岩 の 累 層 . 東方 
は 角野 を 外輪 山上 に ひく . 
②⑫ 根子 岳 東 審 よ り 高 岳 
を ふり か える . 手前 に は 
西尾 根 ③ の 淫 角 谷 . 根子 
は 五岳 中 で も 珍し く ハ ダ 
カ で な い . 一 面 ブ ッシュ . 
④ ノコ ギリ の よう な ン 
ル エ ッ ト が 東西 を きる 和 枝 
線上 に は , 天狗 岩 の 燈 岩 
坦 が つっ 立っ て いる . 根 
子 と は 石 の 多い と いう 意 . 
(⑤ 鏡 岩 . 洲 角 作 用 が 北 
部 竿 河原 の 岩 障 子 に 大 穴 
を あけ た . 俺 設 で は 快 カ 
無双 の 鬼 八 法師 が 苦し ま 
ぎれ に あけ た . 51 頁 参 照 . 
(⑥) クサ リ で や っ と 登れ 
る 天狗 岩 の て っ ぺん . 
ず か に 四 挟 余 . クロ モジ , 
ドウ ダン 等 の 港 木 を 見 る . 


石 の 山 


① 南郷 谷 か ら 見 た 裏 根 
子 。 い ち じ る し い 放 射 谷 . 
山腹 は た え ず 崩壊 を つづ 
け て , 道 ら し い 道 ゃ な く 
つい 明治 の 末 ま て 登る も 


の も いな か っ た . 登れ ば 


帰れ ぬ と いう 口碑 が ある . 
⑨ 宮地 か ら 根 子 へ . 坂 
梨 牧 場 か ら 籍 石 峠 に 向う 
途中 . 附近 に 御 . 火 尾 
峠 越え に 療 れ た が 娘 を 
いた 滑り すぎ て 埋 生 道 に 
落ち た 士 が , 娘 を 手打 ち 
に し 自害 し た と いう ロ 御 
③ この 道 は 坂梨 牧 き で 
妻子 ヵ 鼻 の 環 を 退 る . 一 
本 杉 ⑤ 附 近 の 谷 か ら 東 尾 
根 に と りつ き 根 子 項 上 へ 
③④ 宮地 町 は 二 の 御田 よ 
り 根子 岳 . 根子 は 猫 と も 
いい , 人 家 て 猫 が いな く 
な れ ば 修業 の た め に 根子 
岳 に 登っ た と あき ら め る 
山 に は 猫 の 王様 が 住ん で 
いて , 除 夜 の 晩 に 猫 の 大 
会 議 が 開催 され る らし い . 


⑨ は 橋 尾 岳 斜 面 か ら 左 に 
杵島 (③ は 西 面 ), 右 に 短 
生 (④ は 西 面 ) の 東 面 . 杵 
島 と は 西 の 意 で , 算 生 は 
又 の 名 を 窪 丸 . 両者 と も 
スコ リア 状 に 堆 玉 し た 次 
岩 か ら な り , 洲 角 作 用 や 
緩慢 で , 宿根 草 が 繁茂 す 
る の で ドド ベン の よう に 丸 
い . 頂上 と 東西 斜面 に 火 


口 跡 . 黒い 肌 は 山 焼 の 痕 
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① は 橋 尾 岳 の 西 面 . 右 か 
ら 中 岳 噴 煙 , 橋 尾 岳 , そ 
の 背後 に 高岳 最 左端 に 
根子 岳 . 横尾 岳 は いち じ 
る し く 淫 角 が 進み , 山形 
は まる て 破壊 され て いる 
が , 火口 の 遺 中 らし い ゃ 
の は , いく つか 認め られ 
る . その 次 岩 は 日 本 火山 
中 で も 特長 的 な や る の , 赤 
褐色 で し ご く 綴 寄 で ある . 
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刀 川 を 落す 数 鹿 流 滝 . 


蛇行 いち じ る し い 黒 
雨 


流れ る 潤 
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阿 菊 


外輪 放 面 に 根拠 を 構 


最近 右 


水田 は 中 央 ( 
で も 浜 と い 


つけ 


川上 流 の 鹿 潰 川 . 


1! 


今 
宮地 郊外 東 岳 川 


昔 は 湖水 だ っ た 
が 隆 れ ば 一 時 


が あり 低地 で 湧 水 を 見 る . 


川 . 


側 に 改修 の 河道 を 退 し た . 


える 部 落 . 
り , 


1) 
谷 . 
集 ま 
6 
④ 


火 , 地 , 水 


① ニ エ 塚 西方 に ある 千 
丁 無 田 . な ん ど 開 拓 民 が 
入っ て や 手 に 負え な い 混 
原 地 が , 何 百 町 歩 と 続き 
湖水 の 痕跡 を 止め て いる . 
⑨ 宮地 は 一 の 御田 に 見 
た 古い 阿蘇 蔵 家 . 屋根 に 
千本 . 壁 二 は な い が 科 に 
な る と 牧草 を 周囲 に 積み 
あげ , 家斉 に や りな が ら 
迎春 , 夏 は 涼し い 風 暫 し 
⑬ 湯田 . 外 輸 内壁 に わ 
き で る ぬる い 温 泉 は , む 
か し 沼沢 地 だ っ た 頃 の 生 
物 分 を 含ん で , その まま 
寒 地 の 肥料 に な る と いう . 
④③ 坊 中 や 宮地 一 各 に 噴 
ぬき 井戸 が 多い . 伏流 が 
こん こん と 少 き で て いる 
⑤ 火山 友 は 土地 で は ヨ 
ナ と いう . 阿蘇 谷 に ヨナ 
が 落ち れ ば 雨 , 落ち な け 
れ ば 晴 の 環境 が , 阿 区 谷 
を 女 化 の 中 心 に し た の か . 
(⑥ 阿 菊 谷 は 主 に 水田 で 
畑 は 外 輸 五岳 の 弓 に し か 
な い . 特産 の 玉 劉 徐 が 昔 
の 主食 だ っ た 部 落 が 多い - 


女 化 の 芽 


i) 阿 菊谷 の 東北 隅 , 小 
嵐山 と いう 外輪 の 福 に は 
先住 民族 の 古墳 群 が 見 ら 
れる . むか し この あたり 
は 湖水 の 波打ち 際 だ っ た - 
②③ 阿 区 文化 は 宮地 を 中 
心 に 芽 ば えた . タタ テイ ワ 
タツ ノ 命 (阿蘇 大 御 ) は 紳 
武 天皇 より 阿蘇 國 
命ぜ られ , 宮 居 を ト せ ん 
た め に 弓 を 射 , 矢 の 落ち 
た 場所 を 宮 の 地 と きめ た . 
③ 阿 還 家 . 阿 某 國 を 支 
配 し た 地方 豪族 の 名 は 六 
志 , 日 本 後 紀 等 に も 表 
れ , 族 曲 高砂 に ある 阿 
交 の 紳 主 友 成 も 当家 の 人 . 
④① 阿 菊 紳 往 の 楼門 . 孝 
霊 天 皇 が 大 細 の 宮殿 を 修 
め 大 紳 と 同妃 アソ ツ ヒ メ 
ノ 命 を 祀っ た と いう . 楼 
門 の 宝剣 額 ⑥ は 後 の 支那 
交通 を 示 し て 唐 様 で ある 
め 玉 安 朝 時 代 の 内 裏 の 
制 を 現在 に 人 午 える 阿 奄 紳 
祉 計 其 ここ の 儀式 に は 
古い 朝廷 の し きた り が そ 
の まま 残っ て いる と いう . 


1 國 造 紳 往 . 大 電 の 長 
男 ハ ヤミ カタ マ ノ 命 は 父 
と 一緒 に 阿 菊 開拓 に 精 だ 


し , ここ に 鑑 ま り 給 う た . 


藤谷 利 革 . また の 名 
を 谷 徳 坊 . 天狗 を 祀る 厄 
よ け 得 . す な ち 太 王 洋 


戦 筆 中 は 徴兵 よ け の 干 欄 


④ 年 紀 種 . 旧暦 の 2 月 
紳 様 は 姫 御 と ここ て 離婚 


され , 当年 の 役 を 終え る . 


⑧⑬③ と 姫 紳 祉 . 離婚 を す 
まし た 旨 様 は , この 裏山 
て 翌年 の 姫 利 と 結婚 する 
紳 婚 の 終ら な いう ち は 人 


間 の 結婚 儀 は 禁じ られ る . 


③ 暑 宮 の 火 焼 汰 . 大 利 
の 矢 取 , 鬼 八 法師 は 療 れ 
た あま り 足 の 指 て 矢 を 投 
げ 返 し 激怒 に ふれ , 鏡 岩 
を 破り 矢部 に 逃げ た が 導 
され , 息 み の 罰 を 降ら せ 
た . 初秋 の 2 ヵ月 間 , 処 
女 が 典 に こも っ て 火 を た 


か な いと 宮 が 隆 る と いう - 


(⑥) 矢 村 年 . 大 紳 が 宮 居 
を ト す 矢 を 放っ た 地 , ま 


た 矢 の 落ち た 地 と も いう . 


ー 


に 


還 9 ュ 
< 放 


CDS、o 洗 人 
ME ル Add 


① 阿 菊 谷 は 田 , 南 和 郷 谷 . 
は 畑 . 南郷 の 中 心 は 高森 
町 . 昔 か ら 日 向 に ゆく 要 
路 だ が 鉄道 は 終点 で ある . 
⑨) 高森 町 . 火山 友 地 に 
営ま れ た 集落 . 銀行 の 近 


代 性 に ゃ 開拓 民 的 な 臭い . 


⑬ 阿 菊谷 の 東陽 に ある 
坂梨 町 . 豊後 算 還 の 宿場 
町 だ っ た が , 士族 屋敷 に 
た だ 参勤 交代 の 昔 を 伸 ぶ . 
③④ 潔 石 が 二 百 十 日 を や 
の し た 内 / 牧 町 . その 家 
並 は ヨナ に 汚れ た バラ ッ 
ク で , タラ イ 伏 せ と い い , 
子 を 問 引 か ね ば いけ な か 
っ た 農民 の 苦 表 を 察する . 
(⑤ 宮地 町 . 年 士 生 蔵 の 
開拓 士族 は 格式 ば っ た 所 
を 設け た . 谷 に こも っ て 
排他 的 で , よそ も の か ら 
は 在 卿 兵 と の の し られ た -. 
(⑥) 鬼 熊 , 虎 熊 な ど 熊 の 
名 が 多い ほど 荒っぽい 阿 
菊 人 もぉ 50 年 来 植林 に 努め 
る . 万 物 を 焼き つく す 火 
の 國 に 新しい 生 命 は 租 い 
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出 た 土地 大 阪 158 戦争 と 平和 " 206 ルー ヅル NR で 4 
47 東京 一 大 都会 105 宗 達 159 ソ連 ・ 中 国 の 美術 館 ま | 過 ie 
の 顔 一 106 飛 久 ・ 高 山 旅 一 柔 原 式 夫 一 207 北海 道 (南部 ) 1 
48 馬 107 ゴ ッ ホ 160 伊豆 の 大 島 208 小 豆 島 デ ョ IT 抽 
49 石 。 須 og 京都 案内 161 ジョ ッ ト ー 209 日 本 部 難 ご て 
50 棒 離宮 と 一 洛中 一 162 態 野 路  -1956 年 8 月 15 日 - Pt mr 「N<i 
修学 院 1o9 京都 案内 163 鳥獣 戯画 210 富 山 県 大 詩 で 
51 日 光 一 沙 外 一 164 愛 退 県 211 毛織 物 の 話 au 商 
52 哲 油 110 写 楽 165 や きも の の 町 212 北 海道 妨 mr の 
53 文 楽 1 能 166 冬 の 登山 ( 東 ・ 北 部 ) さき Sw 
54 水辺 の 伺 っ て 
米 さ 活 
正 倉 院 (ご ) 乏 ざ ri 
石 油 新 内 ど 三 ri 
高山 の 花 居 は と S 
波 ぃ ひ 中 刷 
せき 鐵 
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